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市 の 人 口 
	

男 25,562人 
	

世 帯 数 14,688 

	

52,817人 
	

女 27,255人 
	

（昭和58年 5月1日現在）住民基本台帳から 

、、いたやっ子農園も開設 

晴天に恵まれた 5 月12日（木）、学童農園の開園

式が行われました。 

この農園は市では今回がはじめての事業で、学校の

児童に土にもっと親しみをもって欲しいと始められた

ものです。 

学童農園の対象となったのは市立沖飯詰小学校（問

山鉄夫校長）で、生徒数122名です。 

農園は 「いたやっ子農園」 と名付けられ、生徒たち

が一生懸命クワやジョーロを持って汗を流しているの

が印象的でした。 
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に
す
る
の
で
有
権
者
の
方
も
多
 
い
，
 

少
と
ま
ど
う
こ
と
と
思
い
ま
す
 
ン
・

が
、
政
党
等
の
政
策
や
届
出
の
二
「
 

候
補
者
名
簿
等
を
よ
く
聞
き
よ

・
・

く
見
て
新
制
度
を
正
し
く
理
解
・

・
‘
 

を
し
て
棄
権
を
せ
ず
、
み
ん
な
 
ブ
ー
 

そ
ろ
っ
て
投
票
す
る
よ
う
お
願

・
《・
・

い
し
ま
す
。
 

．
・

な
お
、
投
票
に
つ
い
て
の
く
・
・一

わ
し
い
こ
と
は
、
次
号
の
広
報

・
・

ま
た
は
選
挙

の
チ
ラ
シ
等
で
お
 
・
．
 

知
ら
せ
し
ま
す
。
選
挙
に
つ
い
二

・

て
の
お
間
い
合
わ
せ
は
市
選
挙

・
．・

 

'
 
'
 

管
理
委
員
会

（
丑
⑧
二

一
一

1
 ・
．」
 

番
）
へ
o
 

．
・
．・

 
新
鮮
で
安
い
野
菜
、
魚
を

皆
さ
ん
の
食
卓
に
供
給
し
よ

う
と
い
う
「
朝
市
」
が
 

」
」
【
六
月＋
一
日

（
士
）
カ

引
川
・
り・
十
一
月
一
ニ
→
ー
日
一
水
 

・

、
ノ
 
】
」
よ
一
 市
」
丁全
ロ」甲
J
'
 

か
祭

り
広
場
で
開
か
れ
ま

日

す
o
 

ョ
 
ご

利
用
下
さ
い
。
 

市
 
「

朝
市
」
は
期
間
中

朝

毎
朝
四
時
か
ら
七
時ま
 

r
 で

開
か
れ
ま
す
が
、
六

月
十

一
日
は
オ
ー
プ
ン
記
念

の
特
売
を
行
い
ま
す
。
 

名簿届出政党等名 A 党 B 党 C 党 

名簿登載者数 10人 7 人 5 人 

得 票 数 4, 800票 3.000票 1, 800票 

除
 

数
  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
1
0
 

 

伽
 
(
2
 

 

朗
 
柳
 
卿
 
助
 
卿
 

②3.000 

⑥1 ,500 

⑧1 .000 

④1,800 

⑩ 900 

600 

450 

360 

750 

600 

500 

428.57 

8(8) 

685.71 

600 

533.33 

480 

当選人の数 5 人 3 人 2 人 

ド

ン
ト
式

の
計
算
例
（
定
数
一
〇
人

の
場
合

）
 

ク
こ
れ
だ

け
は
知
っ

て
お
い

て
下
さ
い
 

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
で
は
「
全
国
区
』
と
『
 

地
方
区
』
 
の
二つ
の
選
挙
を
同

時
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
 

こ
の
た
び
「
全
国
区
』
制
の
部

分
が
改
正
さ
れ
、
わ
が
国
で
初

め
て
の
「
比
例
代
表
制
』
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
正
確
に
は
、
拘
東
名
簿
式
比

例
代
表
制
と
い
う
。）
 

従
っ
て
こ
れ
ま
で
の
参
議
院

全
国
選
出
議
員
（
全
国
区
）
の

選
挙
を
『
参
議
院
比
例
代
表
選

出
議
員
』
の
選
挙
と
い
い
ま
す
。
 

ま
た
、
参
議
院
地
方
選
出
議
員
 

（
地方
区
）
の
選
挙
は
 
「参
議

院
選
挙
区
選
出
議
員
』
の
選
挙

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

※
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
に
つ
い
て
（
旧
全
国
区
 

一
、
個
人
か
ら
政
党
へ
の
選

挙
と
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に

個
人
個
人
の
候
補
者
に
投
票
す
 
 

る
の
で
は
な
く
、
政
党
に
投
票
 

す
る
方
式
で
す
。
 

二
、
候
補
者
は
政
党
の
名
簿
 

に
載
っ
て
い
ま
す
。
 

各
政
党
は
候
補
者
を
選
び
、
 

順
位
を

つ
け
て
名
簿
を
届
出
し

ま
す
。
 

有
権
者
は
名
簿
や
そ
の
政
党

の
政
策
を
よ
く
み
て
、
選
ぶ
政

党
を
決
め
ま
す
。
 

投
票
用
紙
に
は
政
党
名

を
記
入
し
ま
す
。
 

投
票
用
紙
に
は
個
人
名
で
な

く
政
党
名
を
記
入
し
ま
す
。
個

人
名
を
記
入
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。
 

当
選
者
は
政
党
の
得
票

数
に
比
例
し
て
決
め
ま
す
。
 

当
選
人
の
数
は
、
各
政
党
の

得
票
数
に
比
例
し
て
割
り
当
て

ら
れ
ま
す
。
当
選
人
は
各
政
党
 
 

の
名
簿
に
載
っ
た
候
補
者
の
上

位
か
ら
順
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
 

※
参
議
院
選
挙
区
選
出
議
員

選
挙
に
つ
い
て
（
旧
地
方
区
）
 

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
地
方
選

出
議
貝
選
挙
の
名
称
が
参
議
院

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
な
っ

た
だ
け
で
、
制
度
は
今
ま
で
の

通
り
個
人
の
候
補
者
名
を
記
入

し
て
投
票
し
ま
す
。
 

※
投
票
に
つ
い
て
 

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員

の
選
挙
は
、
候
補
者
個
人
に
投

票
す
る
の
で
は
な
く
、
政
党
名
 

を
記
入
し
て
投
票
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
十
分
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

比
例
代
表
選
出
議
員
（
旧
全

国
区
）
の
選
挙
と
、
選
挙
区
選

出
議
員
（
旧
地
方
区
）
の
選
挙

は
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
投

票
用
紙
の
色
が
違
っ
て
い
ま
す

か
ら
よ
く
確
認
し
て
投
票
用
紙

に
書
い
て
下
さ
い
。
 

以
上
の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
 

こ
の
改
正
さ
れ
た
比
例
代
表
選

挙
は
、
決
し
て
わ
か
り
に
く
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す

る
に
有
権
者
は
、
各
政
党
が
提

出
し
た
候
補
者
名
簿
を
よ
く
み
 
 

て
そ
の
ー
つ
を
選
び
、

そ
の
政

党
の
名
称
又
は
略
称
を
書
い
て

投
票
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。
 

そ
の
結
果
、
各
政
党
の
得
票

数
に
応
じ
て
、
各
政
党
の
当
選

人
数
が
決
ま
リ
ま
す
。
そ
の
計

算
方
式
は
ド
ン
ト
式
と
い
っ
て

私
た
ち
に
は
直
接
関
係
あ
リ
ま

せ
ん
が
、
計
算
例
は
お
お
む
ね

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
リ
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
従
来
ま
で
の
よ
う
に
百
人

に
近
い
候
補
者
の
う
ち
か
ら
唯

一
人
を
選
択
す
る
と
い
う
難
し

い
投
票
は
な
く
な
る
こ
と
。
従
 

っ
て
個
人
に
投
票
せ
ず
政
党
に

投
票
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ

ゆ
る
死
票
が
大
幅
に
減
る
こ
と
。
 

ま
た
、
選
挙
運
動
の
面
で
も
従

来
の
よ
う
に
各
候
補
者
の
選
挙

運
動
用
自
動
車
と
か
候
補
者
の

ポ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
も
の
が
な

く
な
り
、
各
政
党
が
選
挙
運
動

の
中
心
と
な
り
ま
す
。
選
挙
広

報
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
政
策

の
発
表
も
政
党
が
行
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
「
銭
酷
区
」
と

か
 
「残
酷
区
」
 
と
かい
わ
れ
て

い
た
全
国
区
別
の
選
挙
制
度
で

す
が
、

こ
れ
か
ら
は
個
人
本
位

か
ら
政
党
本
位

へ
と
様
相
を
異
 

r
 



働
く
婦
人

に
憩
い
の
場
を

と
、
 

市
が
新
町
の
警

察
署
跡

に
建
設

し
て
い
た
 
「働
く
婦
人

の
家
・

保
健
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
、

」
ハ

月
一
日

開
館
し

ま
し

た
。
 

「働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ

ン
タ

ー
」
 
は
、昨
年
九
月
か
ら

総
工
費

四
億
三
千
万
円
を

か
け

一
千
二
百
七
十
九

平
方

旨
の
敷

地
に
鉄
骨
・
鉄

筋
コ
ン
ク

リ
ー
 

ト
三
階
（
一
部
四
階
、

延
べ
床

面
積
二

千
百
四
十
九
平
方

H
)
 

建
て
を

建
設
し
た
も
の
で

す
。
 

一
階
が
保
健
セ
ン
タ

ー
で
、
 

談
話
図
書
ホ

ー
ル
、

事
務
室
、
 

託
児
室
、
集
団
検
診
窒
、

診
察

室
、
心
電
図
室
、

保
健
指
導
室
。
 

二
階
が

働
く
婦
人

の
家
で
、
 

調
理
実
習

室
、
第

一
講
習
室

（
 

和
室

）
、
機
械
訓
練
室
、

軽
運

動
場
。
 

三
階
が

働
く
婦
人

の
家
と
保

健
セ
ン
タ

ー
が
共
有
し
、

第
一
一

講
習
室

（
作
法
、

水
屋
付

）
、
 

第
三
講

習
室
（
洋
室

）
、
百
六

十
人
固
定
席
、

ス
テ
ー
ジ
付

の

小
ホ
ー
ル
、
 
ロ
ビ
ー
が
あ
る
ほ

か
、
屋
上

に
は
青
空
プ

レ
ー
コ
 

ー
ナ
ー
も

あ
り

ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
所
在
地
 
五
所

川
原
市
新

町
三
三

ー

一
 

ロ
電
話
 
（
。
⑩
8
8
9
8
)
 

人の家議開 
センターを併設ゴ、、嘩参・・蕪1：・ぶ・ミ無一 

呼月苦敏災：．だ・・二 

‘り雄】．】思簿濠尋矛ン報管」 

関心がある 

関心がない 

わからない 

66.6% 

10.8% 

21.5% 

問10 あなたは市内を流れている堰にてル、てどのよう

に思っていますか。 

間10-1 (1）と答えた人にお聞きします。堰に障害が

あるとすれば次のうちなんだと思いますか。 

一つ選んで下さい。 

46.7% 

子供が落ちたりする危険性が
ある 

都市発展の妨げになっている

交通の妨げになっている 

ホ】 2.0% 
	

商売営業の妨げになっている 

間10- 2 ひきつづき（1）と答えた人にお聞きします。 

堰の利用の仕方としてどれが一番適切だと思い

ますか。 

18.9％ 	埋め立てて遊歩道にする 

19.7％ 	市営などの駐車場にする

33 一 8% る 	 排雪及び融雪 

22. 1％ 魚の住めるきれいな堰にする 

問11 青少年の社会教育においてどれに一番力を入れ

るべきかーつ選んで下さい。 

道徳教育 

性教育 

交通安全教育 

愛郷心 

情操教育 

文化教育（音楽‘美術など j 

子供の教育に関することで、お宅で一番お困リ

になっているのは次のうちどれですか。 

コ1F 7'肩 学校の寄附金・給食・教材など 
ー」ー’Jv の教育費がかかる 

5.8％ 	家庭でのしつけ方がわからない 

子供によい友達がいない 

予習・復習など家庭での勉強の
させ方がわからない 

子供について先生と語り合う時
間がない 

思春期の子供の導き方がわから
ない 

家庭教師や塾などで勉強させる
べきか迷っている 

先生の教育方針がわからない 

家庭と学校との間の連絡が少ない 

悪臭があり不衛生である 	I 6 イ 	4( 

24.1% 

ニ］2.  4% 

ロ 23'7% 23.7% 問12 

2.7% 

コ14.0% 

]8.  9%  

!8.  6% 

6.3% 

5.3% 

6.5% 

明
る
い

ゆ
た
か
な
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民
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ケ
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所
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方
譲
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税
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整
備
事
業
、

河
川
公
園
整
備
 

事
業
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事
業
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事
業
 

狼
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長
根
公
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整
備

や
な
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沼
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整
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地方自治法第243条の 3 第 1項及び 

'I上所川原市財政状況の公表に関する条例 

第 2 条の規定に基づき、昭和58年 3 月31 

日現れにおける財政状況を公表します。 

昭和58年 5 月31 [1 

五所川原市長森田稔夫 

   

\ 

 

 

状況 57年度下半期 

    

\  

     

般会計歳入歳出予算執行状況 

（昭和58年 3 月31日現在） l也己％ 8竺‘与 

歳入歳出予算総額 12,439,609千円 
98.8% 

867% 

億円 
-30-- 

り8 7与 

歳 出 

支出済額 11,237,837千円 

支出 率 	90.3% 

町ど『 11.12、 

歳 入 
「 2 H 与 

収入済額 10,276,305干円 

収入率 	82.6% 

08.7% 
~ 

1% 竺二 
当。 

些二。りせ雪 
1一 

	

諸 県 市 市 地 国 	 民 土 教 総 公 衛 農 消 労 商 

	

一 	 方 庫 	 林 

	

支 	 ノJ  ー 	 」 

	

収 I 	交支 	生木育 務債生歪防働エ 

	

ー 	 付 出 	 業 	 費 

	

入 金 債 税 税 金 	 費 費 費 費 賢 費 費 費 費 他 

収
 

入
 

支
 

出
 

農
林
水

産
業
費
 

防
 

下
さ
い
カ
 

働
く
婦
人

の
家
建
設

ク皆
さ
ん

の
施
設
で

す
 

大
い

に
利
用
し
て
 

▼
年
金
積
立

金
融
資
施
設
 

病
院
増
改
築
事
業
、

清
 

掃
車
購
入
事
業
 

▼
中
退
共
資

金
融
資
施
設
 

旧“川川n川“川川「川“川I川川り川廿区 

・融資が明るく豊かな街づくりにー 

皆
さ
ん
が
加
入
し
て

い
る
簡
易
生
命
保

険
積
 

」吃
金
、

年
金
積
立
金

（
 

国
民

年
金
、

厚
生
年
金

な
ど

）
及
び
中
小
企
業

退
職
共

済
金

の
一
部
が
、
 

市
民
生
活
の
安
定
向
E
 

に
直
接
役
と

つ
生
活
環

境
整
備
、
厚
生
福
祉

施

設
、

文
教
施
設
、

農
林

漁
業
施
設
等

の
分
野
に

還
元
融
資
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

▼
簡
保
積
立
金
融

資

施
設
 

連
動
公
園
 

廿
特

別
融
資
だ

よ
り
廿
 



歳入歳出予算額 収入率 支出率 

国民健康保険事業勘定 2,564,951千円 	87.8% 83.0% 

高等看護学院 47,825千円 	20.8% 90.9% 

長者森平和公園造成事業 7,934千円 106.5% 36.2% 

下水道事業 1,649,133千円 52,5% 83.8% 

老人保健 98,593千円 	29.6% 5.2% 

市税の収入状況 
（昭和58年 3 月31日現在） 

, 

, 

, 	87,820 千円n.3%) 

71.523千円（2.6%) 

183.563千円（2.8%) 

851 

」 債  70,968千円（1.1%) 

債  44,318千円（0.7%) 

労働

衛生 f 

復旧慣 1 

債  241E 

73. 088 干円 	軽自動卓視他 19,031千円 
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―般会計現債額 
（昭和58年 3 月31日現在） 

市債総額 6,556,360千円 

   

特別会計予算の執行状況 
（昭和58年 3 月31日現在） 

  

「森県市町村振興協会 65,0%）千円（1.0%) 

中小企業退履金共済事業団  23,520千円（0.4%) 

全国回周協臣 他 48,990千円（0 . 7%) 

青森県市町村職員共済組合 

146.614 千円（ 2.2%) 

森 	県 	213.395千円（3 2%) 

 

  

圃団図圏国囲圃回 日 園因 

市立図書館は、図書、記録、その他の資料を収集、 

整理、保存し、地域社会の住民のための生涯にわたる

学習の場として、広く市民の利用に供すことを目的と

して設置されたものです。 

1.開 館 時 間 
	

午前 9 時30分から 

夏期時間 午後 5時30分まで 

冬期時間 午後 4 時30分まで 

1 休 館 日 
	

毎週月曜日、毎月末日、祝祭日 

年末年始 

1.図 書 貸 出 
	

1人1回 3 冊まで、期間は10 

日以内 

 

1.利 用 料 金 図書館の図書、資料の利用は無 

料です。 

図書館の受付で登録をして下さ 

い。その際、何か身分を証明す 

るものをお示し下さい。 

五所川原市字栄町119番 

（市民体育館向い〕 

(ft s-, 4 3 34) 

   

 

1．利用手続き 

 

   

 

1.図書館所在地 
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お 軽 に を 

    

身体障害者相談員 
昭和58年 4 月1日から下記の方が身体障害者相談

業務の委託を受けました。 

氏 	名 住 	所 電話番号 担 当 地 区 

阿 部 泰 爾 五所川原市大字
原子字紅葉8-1 29- 25 18 七

地
 
長
 
橋
 
栄
 
広
 
田
 
湊
 

和
区
 

中谷庄左衛門 五所川原市大字
飯詰字福泉189 

37一2052 飯詰、三好、中川、松島、 
毘沙門地区 

鶴 谷 芳 雄 
五所川原市字
上平井町83-12 

35一2622 

若葉1丁目～ 3丁目、新宮

町、上平井町、中平井町、 

下平井町、柏原町、末広町、 

幾島町、錦町、雛田、敷島

町、旭町、大町、寺町、り、 

曲 

松 本 ― 男 五所川原市字
川端町 6 番地 

35一6915 

岩木町、柳町、元町、本町、 

川端町、布屋町、東町、新

町、弥生町、一ッ谷、鎌谷

町、鳥森、田町、栄町、蓮

沼、不魚住、松島町 1丁目 

-8丁目 

身体障害者相談員は、眼、耳、手足、心臓などに障害のある体の不

自由な人々が日々の生活を送っていくにあたって出てくるいろいろな

問題の相談に応じ、必要な指導を行うとともに、各関係機関を紹介し、 

福祉の措置を受けられるよう指導いたします。 

身体の障害でお悩みの方、身体障害者手帳等の手続きでお悩みの万

はいつでもお気軽に各地区の相談員へどうぞ。 

身体障害者の巡回診査と更生相談 
対象者 

① 身体障害者手帳の交付後診査を受けたことのない方。 

② 障害程度に変化があり、障害程度等級の変更又は医療を必要と 

’ 	する方。 

③ 義肢、補装具等の新調あるいは修理を必要とする方。 

④ 身体障害者手帳の交付を受けるために診断を必要とする方 

⑤ 就業、生活、医療、施設入所の相談を希望する方。 

① 脳卒中による場合は、発病後6 ケ月未満ガ方は除きます 

受付時間 

いずれも午前9時から午前11時まで。 

診察科目及び日程・場所 

耳 鼻 科 6 月 16日困 市老人福祉センター 

内 科 6 月 30日困 五所川原保健所 

眼 科 7 月 13日困 市老人福祉センタ一 

整 形 外 科 7 月 28日困 市 福 祉 会 館 

内科受診者は次の資料が必要です。 

過去の診療記録（カルテ）もしくはその写しを持参のこと。 

腎臓機能障害の方は、血清クレアチニン濃度、尿検査結果持参

のこと。 

呼吸器循環器障害の方は、胸部写真持参のこと。 

ェ、社会保険証、国民健康保険証を持参のこと。 



農業者老齢年金 

農業者年金は、農業経営主と後継者のための年金です。 

加入申し込みは農協へ ー 

農業者年金 
次の方マは加入手続きを早くク 
対 象 生 年 月 日 加入手続期限 区 分 

日召fr116年 4 月 2 日 
~7 月lH生 昭和58年 7 月未日 農業経営主 

日召f日18年 6 月 2 日 
-7 月 1 日’」三 昭和58年 6 月未日 農業後継者 

昭平［118年 7 月 2 日 
ー-8 月 1 日’I三 昭和58年 7 月未日 農業後継者 

農業者の老後の生活の安定と福祉の向上をねらいとしたも

ので、経営移譲をしたかどうかにかかわりなく、65歳から終

身もらえる年金です。この年金をもらうには、65歳になった

とき裁定請求書を農協を通じて基金に提出し、裁定を受lヤる

ことが必要です。 

0給付の要件 

65歳以上で次のいずれかに該当する人がもらえます。 

①経営移譲年金を現にもらっている人及び、経営移譲年金

の支給停止または支払差止中の人。 

②経営移譲年金の受給権者ではないが、60歳まで農業者年

金に加入し、保険料を納めた期間等が一定期間以上であ

る人。 

※農業者年金についてのくわしいことは 

農業委員会または農協までお問い合わせ下さい。 

青森県青年海外派遣員を募集 

国
間
 
員
費
 

o訪 問 

o期 

o 派 遣 人

〇経 〇経 	費 797,000円ガうち 

0訪 問 国 J ーロッパ（子定） 

0期 	間 8 月20日～ 9 月 8 日まで20日間 

0派 遣 人 員 I名（当市への割当） 

個人負担額 239.000円 

0応 募 資 格 （つ 市内に居住し、日本国籍を有す 

る20歳以 L30歳未満の男女 

(4 月 1日現在） 

（ロ） 健康で伝染性疾患のない方 

eう 現在、青年活動を行っている方 

で指導的役割が出来る方。 

0申込み締切り 6 月15日 

0申 込 み 先 市内鎌谷町117番地7号 

市中央公民館内 国連青少年の家 

(if ⑩ -6056) 
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種別 
戸数（戸｝ 譲 	渡 

子定価額 
積
目
 
標
 
立

額
 

利
相
 
当
 
息

額
 

公庫融資
見込額 

1 	年 1 	年 1 	年 1 	年 1 	年 

積立 7 1,272万円 500万円 12万円 760万円 

地域 3 1, 223万円 422万円 11万円 790万円 

し
が
ま
つ
こ
 

フ
ラ
ワ

ー
教

室
 

※譲渡予定価額は土地（ 2 8 0 m) と建物（積立 9 0 m’ 

地域 8 5 ml）の予定額を合算した価額 

五所川原市勤労青少年ホーム 

生活に優雅さと潤いを与えてくれる花々…

その花を自分の手で作ってみませんか。 

お部屋のインテリアとして、また、心のこも

ったプレゼントとしても利用価値は十分です 

る。 

青森県山岳遭難防止対策協議会・青森県警察本部・五所川原警察署 

遭難事故が発生しますと、 

大勢の人に迷惑をかけるほか、捜索のための 

費用は本人や家族の負担になります。 

山に入る場合は次のことを守ってください。 

◆山菜とりは事故なく楽しく◆ 
今年も楽しい山菜とリのシーズンがやってきましたが、毎年

遭難事故はあとを絶ちません。 

1 天気予報をよく確かめる。 

2 薄着をしない、簡易雨衣、マッチのほか食糧を多めに持

つ。 

3 家族などに、山のコース、帰宅時間、同行者などを知ら

せておく n 

「 	4 地理のわからない山には入らない。 

5 自分の体力に合った行動をする。 

6 団体のときは、集合時間、場所、コース等をよく打ち合

わせ、必ず守るようにする。 

7 山に入ったら、お互いに呼び合って、位置を連絡し合う。 

8 天候が悪くなりそうなときは、早くきりあげる。 

9 道に迷ったら、無理をせずに、小枝を燃やすなどして、 

救助隊に知らせる方法をとる。 

10 帰宅予定時刻を過ぎても帰らないときは、警察に知らせ 

古
文
書
等
の
所
在
確
認

調
査
 

	~ 

青
森
県
教
育
委
員
会
で
は
、
 

県
内
の
古
文
書
等
の
所

在
確
認

調
査
を
行
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。
 

［
冨
査
の
目
的
 

本
県
の
歴
史
、
経
済
、
社
会

生
活
な
ど
を
知
る
た
め
の
貴
重

な
資
料
で
あ
る
古
文
書
等
が
散

逸
、
あ
る
い
は
亡
失
の
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
そ
の
は
握
に
努

め
保
存
、
活
用
を
図
り
ま
す
o
 

口
調
査
対
象
 

明
治
以
前
の
も
の
で
、
墨
筆

で
和
紙
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
。
 
 

ロ
調
査
期
間
 

六
月
一
日
ー
十
月
二
十
三
日
 

五
十
八
年
度
広
田
団
地
積
立

分
譲
住
宅
の
購
入
者
を
募
集
し

ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
別
表
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
募
集
期
間
 
六
月
十
日

ー
 

ニ
ー
日
ま
で
 

ロ
分
譲
種
別
 
積
立
分
譲
、
 

地
域
特
別
分
譲

（
一
定
所得
以

下
で
住
宅
金
融
公
庫
融
資
額
の
 
 

ロ
連
絡
先
 

市
教
育
委
員
会

‘
社
会
教
育

課

（
。⑩
2
1
1
1

、
内
線
2
 

5
0
)
 

割
増
が
あ
り
、
さ
ら
に
償
還
開

始
か
ら
五
年
問
青
森
県
が
年
一

％
相
当
分
の
利
子
補
給
を
行
う

も
の
）
 

ロ
お
問
合
せ
 
市
都
市
計
画

課

（
丑
⑩
2
1
1
1

番
、
内
線
 

2
3
2

番
）
、
青
森
県
住
宅
供

給
公
社

（
。
0
1
7

7
④
1
6
 

2
5
番
）
ま
で
ど
う
ぞ
 

天
理
教
北
津
軽
分
教
会

（
土

岐
文
昭
会
長
）
は
五
月
九
日
、
 

ダ
】人
  ホ
ー
ム
く
る
み
園
D
清
掃
 

奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。
 

天
候
に
め
ぐ

ま
れ

て
農
作

業
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
六

十
名
の
人
が
参
加
し
、
園
内
外

で
窓
ふ
き
や
草
取
リ
等
の
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
毎
年
一
回
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
十
回
目

に
な
り
ま
す
。
 

同
教
会
で
は
こ
こ
三
＋
年
間

に
渡
っ
て
河
川
や
道
路
清
掃

の
 
 

移
動
式

ク
レ

ー
ン
運
転
士

免
許
試

験
準
備
講
習
会
 

口
日
時
 
七
月
＋
二
日
ー
十

四
日
午
前
九
時

ー
午
後
五
時

ロ
会
場
 
市
内
字
新
宮
町
八

四
の
五
 
囲
西
北
労
働
基
準
協

会
大
会
議
虫
七
 

ロ
受
講
料
及
び
テ
キ
ス
ト
代

受
講
料
 
六
千
円
 

テ
キ
ス
ト
代
 
二
千
九
百
円

ロ
締
切
 
六
月
六
日
 
又

は

定
貝
六
十
名
に
達
し
次
第
締
切

り
ま
す
。
 

ク
老
人

ホ
ー

ム
に
清
掃

奉
仕
4
 

ク
積
・
立
分譲
住
宅
を

募
集
4
 

奉
仕
活
動
を
し
て
お
り
、
県
知
 
口

申
込
先
 
囲
西
北
労
働
基

事
か
ら
も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
準
協
会
（
。
⑩
6
3
3
6

番
）
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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